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春期の講座の風景より�
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みんなの前で発表！�

主役は受講生！�

公民館で�

“家庭の味”は栄養バランスに優れ、�
ぬくもりのあるものです。�
加工食品が増え、そっけない味や�
栄養の偏りが問われる今、もう一度�
“家庭の味”に目をむけてみよう！�

笑

公
民
館
で
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
「
優

し
さ
」
、
「
思
い
や
り
」
と
い
っ
た
「
人
を
大
切
に
す
る
」

豊
か
な
心
を
、
よ
り
育
ん
で
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
開
催

し
ま
す
。

さ
あ
、
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
人
権
へ
の
「
き
づ
き
」

の
扉
を
捜
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
い
ろ
は
塾
は
、
希
薄

に
な
り
つ
つ
あ
る
人
間

関
係
を
、
笑
い
に
よ
っ
て
ほ
ぐ
し
、
楽
し

く
暮
ら
す
コ
ツ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講

座
と
し
て
、６
月
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

最
終
回
は
、
受
講
生
有
志
に

よ
る
「
お
笑
い
演
芸
会
」
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
発
表
に
向
け

て
只
今
特
訓
中
！
ぜ
ひ
観
に
来

て
く
だ
さ
い
。

日
時

１０
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

ゲ
ス
ト

ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家

寿
亭

茆
町

会
場

若
竹
公
民
館

申
込

不
要

主
催

市
民
企
画
講
座
実
行
委

員
会
・
中
央
公
民
館

問
合
せ

中
央
公
民
館

�（
０
７
９
８
）

６７
・
１
５
６
７

■
家
庭
教
育
講
座

＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＊

生
の
素
晴
ら
し
い
音
楽
に
身

近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
独
奏
や
弦
楽
器
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
が
素
敵
で
、
選
曲
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
あ
り
、
童
謡
あ

り
、
ア
ニ
メ
あ
り
で
、
と
て
も

親
し
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

岡
田
山

松
本
敬
子

■
幼
児
教
育
講
座

＊
手
作
り
絵
本
に
挑
戦
＊

初
め
て
絵
本
製
作
に
参
加
し

て
み
て
、
日
常
で
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
、
親
子
共
ど
も
い
い
刺
激

を
受
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
も
友
達
と
仲
良
く
遊

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
も
覚
え
て
き

た
み
た
い
で
す
。

川
添
町

塩
崎
由
美

■
青
年
講
座
＊
話
し
方
講
座
＊

普
段
、
結
構
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
相
手
へ
の
思
い

や
り
、相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
話
を
す

る
と
い
っ
た
よ
う
な
心
の
や
さ

し
さ
が
、
話
を
す
る
時
に
一
番

大
切
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
な
と

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

東
町

常
念
彩
子

☆プロの先生に家庭の味を習おう☆
◆講 師 兵庫栄養調理製菓専門学校教授 菅原 正 先生
◆時 間 午後６時３０分～９時
◆会 場 中央公民館
◆対象・定員 おおむね３５歳位までの市内在住・在学・在勤者 ２５人

※３回全て出席できる方のみ
◆受 講 料 ３００円（ただし、別途食材費２，４００円必要）
◆持 ち 物 エプロン・筆記用具
◆申 込 方 法 往復ハガキに①住所②氏名③年齢④電話番号を明記のう

え、郵送
◆申 込 先 〒６６３‐８２０４西宮市高松町４‐８ 西宮市立中央公民館

「青年講座」係
◆申 込 締 切 １０月１５日（金）必着 ※定員超過の場合は抽選とし、ハガキ

で通知
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７‐１５６７

◆会 場 若竹公民館 ◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆受講料 ５００円 ◆定 員 ７０人

◆会 場 鳴尾公民館 ◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆受講料 ５００円 ◆定 員 ７０人

◆申込方法 往復ハガキに①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号
⑤「時事講座」または「日本文学講座」希望 といずれか明記のうえ、郵送

◆申 込 先 〒６６３‐８２０４西宮市高松町４‐８西宮市立中央公民館「時事講座」または「日本文学講座」係
◆申込締切 １０月５日（火）必着 ※定員超過の場合は抽選とし、結果をハガキで通知
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７‐１５６７

第３回

１１／１６（火）

大豆を食べて健康づくり
（洋 食）

第２回

１１／１０（水）

健康の源は食べること
（中 華）

第１回

１１／２（火）

塩分控えておいしい料理を
（和 食）

回

月日

テーマ

講 師

大阪女学院短期大学講師
槌賀 七代

テ ー マ

天童荒太『家族狩り』の問題－全体の説明－

三浦綾子『積木の箱』の提示するもの

山崎豊子『ぼんち』の提示するもの

下村湖人『次郎物語』の提示するものⅠ

下村湖人『次郎物語』の提示するものⅡ

曜

金

曜

日

月日

１０／１５

１０／２９

１１／５

１１／１２

１１／１９

回

１

２

３

４

５

講 師

元産経新聞論説委員
前野 泉

神戸新聞経済部記者
藤井 洋一

ジャーナリスト
泉 和幸

テ ー マ

正念場を迎えた小泉改革

難航する北朝鮮、イラク問題

兵庫・阪神経済
最近のトピックスから

新体制の元での日本の進路
～新内閣の課題～

国際的諸問題

曜

木

曜

日

月日

１０／１４

１０／２１

１１／１１

１１／１８

１１／２５

回

１

２

３

４

５

■不登校から地域が見えてくる 会場：塩瀬公民館

講 師

神戸フリースクール
田辺 克之

JPCom 桑原 英文

神戸フリースクールの子どもたち
（２回目のみ）

内 容

不登校と地域の
あり方について考える

今子どもたちが見えていますか
～ぼくらの不登校キャラバン～
（子どもたちが元気を届けてくれます）

曜

月

曜

日

月日

１０／１８

１１／１

回

１

２

■正しく理解したい“心の病気” 会場：学文公民館

講 師

精神障害者共同作業所どりー夢
所長 岡田 智子

元武庫川女子大学教授
精神科医師 杉浦 康夫

内 容

精神障害者との
関わりの中で

子どもの
メンタルヘルスを考える

曜

水

木

月日

１０／２０

１０／２８

■犯罪被害者への支援 会場：中央公民館
～私たちに求められるもの～ （ウエーブ・４１１学習室）

講 師

ひょうご被害者支援センター
理事 高松 由美子

サンテレビ報道部記者
永谷 和雄

内 容

少年犯罪被害者
遺族の立場から

報道被害と被害者支援
～報道現場からのメッセージ～

曜

木
曜
日

月日

１０／２１

１０／２８

■親と子の関係を見直しませんか 会場：越木岩公民館

講 師

大阪産業大学教員
石坂 正司

セクシュアリティ・カウンセリング神戸
事務局長 谷家 優子

内 容

子どもを伸ばす子育てを考える

子育てを楽しもう！
～子どもへのまなざし再発見～

曜

金
曜
日

月日

１０／２９

１１／５

日
本
文
学
講
座

（中期）

い

人
権
問
題
学
習
会

現代人の心の問題を読む

■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７‐１５６７

座
『�
笑
い
�の
い
ろ
は
塾
』

み
ん
な
で
は
じ
け
よ
う
！

講開
公

◆定 員 ３０人（１０／１８は公開講座のため
当日受付もあり）

◆申込み ２回連続講座のため
事前申込み必要

◆申込先 中央公民館（電話申込み可）
◆受講料 無料
◆時 間 午前１０時～１１時３０分

��

時の流れを追求する

※いずれも託児をします。
〈対象は２歳以上〉

各開催日の４日前までに中央公民館へ
お申し込みください。（土日除く）

共
通
事
項

◆申込み 不 要
（当日各会場にて受付）

◆受講料 無 料
◆時 間 午前１０時～１１時３０分

（中期）

時

事

講

座

（２） 平成１６年（２００４年）９月２５日 にしのみや公民館ニュース


